
－1－

第 122 号
２００８．6

発行／和歌山県上富田町議会　　編集／議会広報特別委員会

〒649－2192 和 歌 山 県 西 牟 婁 郡 上 富 田 町 朝 来 7 6 3
TEL(0739)47－0550 FAX(0739)47－5959

「議会だより」は、上富田町のホームページに掲載しています。

３月議会で３議員が一般質問を行いました！
木村 政子議員　　☆建物の耐震補強について　☆家具の転倒防止について

☆自主防災組織について　☆防災専門委員制度の創設を
☆災害時の要援護者登録制度について

大石 哲雄議員　　☆二次合併問題について　☆福祉施設新築計画について
井澗 治議員　　☆後期高齢者医療制度について　☆薬害肝炎問題について

☆町民の生活、暮らしを優先させることについて

５月１６日に臨時会が開会され、議会構成の改選があり、

議長に　　　 吉　田　　盛　彦 氏

副議長に　　 沖　田　　公　子 氏 が就任しました。

完成した朝来小学校の体育館



上
富
田
町
議
会
の
臨
時
会

が
平
成
二
十
年
五
月
十
六
日

に
開
会
さ
れ
、
当
局
か
ら
提

案
さ
れ
た
議
案
と
補
正
予
算

の
専
決
処
分
の
報
告
な
ど
の

審
議
を
行
っ
た
後
、
池
口
議

長
か
ら
申
し
合
わ
せ
の
任
期

（
二
年
）
に
よ
る
議
長
の
辞

職
願
が
提
出
さ
れ
、
承
認
後
、

議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
投
票

の
結
果
、

吉
田
盛
彦
　
氏
　
十
一
票

井
澗
　
治
　
氏
　
一
　
票

と
な
り
、
吉
田
盛
彦
　
氏
が

第
二
十
三
代
議
長
に
就
任
し

ま
し
た
。

引
き
続
き
榎
本
副
議
長
よ

り
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、
承

認
後
、
後
任
の
副
議
長
選
挙

が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果

沖
田
公
子
　
氏
　
十
　
票

井
澗
　
治
　
氏
　
一
　
票

と
な
り
、
沖
田
公
子
　
氏
が

当
選
し
、
副
議
長
に
就
任
し

ま
し
た
。
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町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
ご
健
勝
に
て
お
過

ご
し
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

平
素
は
議
会
活
動
に
ご
指

導
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
八
年
の
新
議
会
ス

タ
ー
ト
か
ら
早
く
も
二
年
が

経
過
し
、
折
り
返
し
点
で
の

議
会
構
成
に
つ
い
て
、
五
月

臨
時
会
で
、
議
員
の
皆
様
方

の
ご
推
挙
に
よ
り
、
私
ど
も

議
長
、
副
議
長
の
要
職
に
就

く
こ
と
に
な
り
、
誠
に
身
に

余
る
光
栄
で
あ
り
、
こ
の
重

責
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

わ
が
上
富
田
町
は
、
現
在

合
併
し
な
い
で
単
独
町
政
を

進
め
て
い
ま
す
。

平
成
十
六
年
度
よ
り
国
が

進
め
て
い
る
三
位
一
体
の
改

革
の
下
に
、
地
方
交
付
税
、

国
庫
負
担
、
補
助
制
度
の
見

直
し
が
行
わ
れ
、
年
々
地
方

自
治
体
に
と
っ
て
は
行
財
政

の
運
営
、
特
に
財
政
が
非
常

に
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
わ
が
町
に
お
い

て
も
極
め
て
厳
し
い
財
政
事

情
で
あ
り
、
行
財
政
の
健
全

化
を
図
る
べ
く
、
行
政
改
革

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

私
た
ち
議
会
に
お
い
て
も

議
員
発
議
に
よ
り
、
平
成
十

八
年
四
月
の
選
挙
よ
り
議
員

定
数
を
十
八
名
か
ら
十
二
名

に
削
減
し
、
現
在
、
鋭
意
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。町

議
会
で
は
、
「
住
み
よ

い
豊
か
な
町
づ
く
り
」
の
為

に
、
活
発
な
論
議
を
展
開
し
、

町
政
と
皆
様
と
の
パ
イ
プ
役

と
し
て
、
皆
様
の
声
を
議
会

を
通
じ
て
町
行
政
に
反
映
し

て
い
く
地
方
議
会
の
役
割
を

十
分
努
め
て
参
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
議
員
の
皆
様
方
の

ご
推
挙
を
得
ま
し
た
う
え

は
、
上
富
田
町
政
発
展
の
た

め
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
し
て
、
さ
ら
に
円
滑

で
町
民
に
開
か
れ
た
議
会
運

営
に
精
一
杯
努
力
し
て
い
く

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
町
民
の
皆
様
方
の

ご
支
援
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
就
任
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議
員
は
い
ず
れ
か
の
常
任

委
員
会
に
所
属
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

常
任
委
員
会
は
二
つ
の
常

任
委
員
会
と
し
て
い
ま
す
。

次
の
ペ
ー
ジ
に
新
し
い
常

任
委
員
会
構
成
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

町
政
発
展
の
た
め

円
滑
な
議
会
運
営
に
努
力
し
た
い

議
長
に

吉
田

盛
彦

氏

副
議
長
は

沖
田

公
子

氏

常
任
委
員
会

吉田盛彦議長沖田公子副議長
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﹇
総
務
教
育
常
任
委
員
会
﹈

総
務
教
育
常
任
委
員
会
の
所
管
事
項
は

「
会
計
、
庶
務
、
行
政
、
財
政
、
ま
ち
づ
く

り
、
税
務
、
教
育
（
学
校
教
育
・
生
涯
学

習
）
な
ど
に
関
す
る
事
項
や
、
他
の
委
員

会
に
属
さ
な
い
こ
と
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

委員　吉田盛彦 委員　奥田　誠 委員長　畑山　豊

委員　井澗　治 委員　池口公二 副委員長　山本明生

委員　榎本　敏 委員　三浦耕一 委員長　大石哲雄

委員　木本眞次 委員　沖田公子 副委員長　木村政子

﹇
産
業
民
生
常
任
委
員
会
﹈

産
業
民
生
常
任
委
員
会
の
所
管
事
項
は

「
農
林
業
、
建
設
、
上
下
水
道
、
福
祉
、
健

康
、
保
健
衛
生
、
保
育
所
に
関
す
る
事
項
」

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会
の
所
管
事
項
は
、
定
例
会
や

臨
時
会
の
会
期
日
程
や
議
案
・
請
願
・
陳
情
の
取

扱
い
、
そ
の
他
議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事
項
に
つ

い
て
の
審
議
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
文

字
ど
お
り
議
会
の
運
営
に
つ
い
て
協
議
す
る
委
員

会
で
、
六
名
の
構
成
に
な
り
ま
す
。

﹇
議
会
運
営
委
員
会
﹈

委
員
長
　
　
榎
本
　
　
敏

委
　
員
　
　
畑
山
　
　
豊

委
　
員
　
　
池
口
　
公
二
　

副
委
員
長
　
　
大
石
　
哲
雄

委
　
員
　
　
　
木
本
　
眞
次

委
　
員
　
　
　
井
澗
　
　
治

高
速
道
路
対
策
特
別
委
員
会
は
、
議
決
に
よ
り

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
高
速
道
路
に
つ
い
て
本

議
会
の
閉
会
中
も
継
続
し
て
審
査
す
る
も
の
で
、

六
名
の
構
成
に
な
り
ま
す
。

﹇
高
速
道
路
対
策
特
別
委
員
会
﹈

委
員
長
　
　
奥
田
　
　
誠
　

委
　
員
　
　
山
本
　
明
生
　

委
　
員
　
　
畑
山
　
　
豊
　

副
委
員
長
　
　
三
浦
　
耕
一

委
　
員
　
　
　
木
村
　
政
子

委
　
員
　
　
　
池
口
　
公
二

議
会
広
報
特
別
委
員
会
は
、
議
決
に
よ
り
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
議
会
広
報
に
つ
い
て
本
議
会

の
閉
会
中
も
継
続
し
て
審
査
・
編
集
・
発
行
を
す

る
も
の
で
、
六
名
の
構
成
に
な
り
ま
す
。

﹇
議
会
広
報
特
別
委
員
会
﹈

委
員
長
　
　
井
澗
　
　
治
　

委
　
員
　
　
大
石
　
哲
雄
　

委
　
員
　
　
沖
田
　
公
子
　

副
委
員
長
　
　
山
本
　
明
生

委
　
員
　
　
　
奥
田
　
　
誠

委
　
員
　
　
　
木
本
　
眞
次
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一
部
事
務
組
合
の

議
会
議
員
を
選
出

一
部
事
務
組
合
と
は
、
二
以
上
の
市
町
村
が
団
体
の
事
務
や

機
関
に
委
任
さ
れ
て
い
る
事
務
の
一
部
を
共
同
で
処
理
す
る
た

め
に
設
け
る
地
方
公
共
団
体
の
組
合
を
い
い
ま
す
。

上
大
中

清
掃
施
設
組
合

議
会
議
員

山
本
　
明
生

大
石
　
哲
雄

榎
本
　
　
敏

池
口
　
公
二

田
辺
周
辺
広
域

市
町
村
圏
組
合

議
会
議
員

吉
田
　
盛
彦

沖
田
　
公
子

公
立
紀
南
病
院

組
合
議
会
議
員

吉
田
　
盛
彦

沖
田
　
公
子

富
田
川

衛
生
施
設
組
合

議
会
議
員

木
村
　
政
子

三
浦
　
耕
一

畑
山
　
　
豊

井
澗
　
　
治

富
田
川

治
水
組
合

議
会
議
員

奥
田
　
　
誠

沖
田
　
公
子

木
本
　
眞
次

吉
田
　
盛
彦

監査委員は地方自治法によって、町長が「財務管理や事業の経営管理

について、専門知識や経験のある人からと、議員のうちから」議会の同

意を得て選任することになっています。その議会から選出されています

今回、議会構成が改選されたことに伴い、池口公二氏を選任したいと

の町長の提案に全会一致で同意しました。

また、学識経験者から選任されていた井上秀男氏が任期満了となるた

め、全会一致で再任同意されました。

監査委員に　池口 公二氏（議会選出） 井上 秀男氏（学識経験者）

議会構成の改選に伴う農業委員の選出は、産業民生常任委員の中から

大石哲雄氏を選出しました。

農業委員会委員に　大石 哲雄氏

上富田町体育協会の規約により、町議会より理事２名を選出しました。

体育協会理事に、木村 政子氏　三浦 耕一氏

和歌山県後期高齢者医療広域連合議会議員
後期高齢者医療制度に伴い、県下30市町村で構成する広域連合議会議員

吉田　盛彦

井上秀男氏



３月定例会に提出された案件は、条例等１０件、補正予算６件、平成２０

年度各会計の当初予算１６件、工事請負変更契約１件、人事案件１件で、い

ずれも原案どおり可決しました。

また、議会から農業委員会委員の推薦１件、意見書１件、決議書１件が提

出され可決しました。
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３月定例会は、平成２０年３月５日に開会し、
３月１３日に閉会しました。 ３月

議会

◎和歌山県市町村非常勤職員公務災害補償組合規約の変更に関する協議について

（当組合に、御坊市日高川町中学校組合を加えるための協議です。）

◎上富田町体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

（スポーツセンターの一部の芝生化と球技場の事務棟の建設に伴う使用料の改正と設定及び市ノ瀬若もの広

場について、使用形態にあった使用料に改正するものです。詳しくは教育委員会へ）

◎上富田町手数料徴収条例の一部を改正する条例

（住民基本台帳カードの交付手数料５００円について、本年の４月１日から平成２３年３月３１日までの３

年間について、無料とし普及促進に努めるため改正するものです。なお、改正に伴う減額分については、

交付税で補填されることとなっています。）

◎上富田町後期高齢者医療に関する条例

（平成１９年１１月に制定された和歌山県後期高齢者医療に関する条例を受けて、上富田町が担う事務や保

険料徴収に関する事項について定めるものです。）

◎上富田町乳幼児医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例

◎上富田町ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例

◎上富田町老人医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例

◎上富田町重度心身障害児（者）医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例

（上記４件の条例改正については、後期高齢者医療制度が本年の４月１日より開始されることに伴い、各条

例中の「医療保険各法」に「高齢者の医療の確保に関する法律」を加え、各条項中の老人保健法を削除す

る等の改正です。）

◎上富田町国民健康保険条例の一部を改正する条例

（葬祭費について、和歌山県後期高齢者広域連合の条例で３万円とされたことから、統一を図るため２万５千

円から３万円に改正するものです。及び保健事業について、本年度より国民健康保険法によるメタボリック

シンドローム検査と保健指導などの特定健康診査等が追加されたことに伴い、条項を整理改正するものです。）

◎工　事　名………平成１９年度公共下水道事業生馬下水道管（５工区）布設工事(補助)

変更契約額……９，５６６，５５０円の増(変更前５０，２９３，９５０円)

契約相手………安藤建設株式会社大阪支店　常務執行役員支店長　中　垣　　潔

（現在、生馬本郷地区の国道３１１号とその周辺町道に汚水管埋設工事を施工中であり、今回、追加工事

として町道から国道への圧送ポンプ設置工事等を実施するものです。）

主な条例

工事請負変更契約
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平成２０年度の一般会計当初予算は４４億２千７００万円で、対前年度と比較すると１億２千万円、２．

８％の増となっています。これは、朝来小学校の建築に伴うグラウンド整備と、あすなろ学童保育所の建築や

社会福祉協議会への補助金の増、及び２０年度開始の特別会計後期高齢者医療への繰出金等によるものです。

編成にあたり、当然ながら従前から打ち出している住民生活に直接影響のない経費や庁内経費の節減を継続

しています。歳入は１年間を見込んだ決算に近い額で、一方、歳出は歳入に見合う額とし、基本的には財政調

整基金及び減債基金よりの繰入措置はしていません。

よって、１年間を見通しますと大きな経費である一部事務組合の負担金や扶助費、特別会計への繰出金等に

不足額が生じてくるものと考え、これらの対応については、歳入の状況や歳出の時期を勘案し補正措置をする

ことになります。

尚、一般会計における住民負担増については、基本的にはありませんが、特別会計の国民健康保険税につい

て、税率の改定を見込んでいます。

◎上富田町農業委員会委員の任期満了に伴い、農業委員会等に関する法律の規定により、全会一致で次の学識

経験者３名の方を議会推薦しました。

上富田町下鮎川　　　　　田　中　　　徹 氏

上富田町朝　来　　　　　山　本　晴　大　氏

上富田町生　馬 木　本　眞　次　氏（議会議員より）
（議会議員の木本眞次氏については5月臨時会で大石哲雄氏に代わっています）

◎任期満了に伴う固定資産評価審査委員会委員に、次の方の選任同意が提出され、全会一致で選任に同意され

ました。

上富田町市ノ瀬　　　　　坂　上　勝　成 氏

人事案件

予算関係

会　　計　　名 

一　　　　　 　般　　　　　 　会　　 　　　　計 

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計 

予　　算　　額 

（千円） 平成20年度の一般会計・特別会計予算額 

国 民 健 康 保 険 事 業  

老 人 保 健  

後 期 高 齢 者 医 療  

介 護 保 険  

町 営 砂 利 採 取 砕 石 事 業  

宅 地 造 成 事 業  

宅 地 取 得 資 金 貸 付 事 業  

住 宅 新 築 資 金 貸 付 事 業  

奨 学 事 業  

水 道 事 業
　 　 　 　 　 　 　  

 

共 同 汚 水 処 理 施 設 事 業  

農 業 集 落 排 水 事 業  

公 共 下 水 道 事 業  

朝 来 財 産 区  

西 牟 婁 郡 公 平 委 員 会  

４，４２７，０００ 

１，８３１，９５１ 

９０，６３４ 

１４０，２３８ 

７０５，８５９ 

２８，８０２ 

８６，３１６ 

４，４２９ 

１９，７７９ 

４，６４８ 

４７７，０００ 

２５０，９６８ 

１１，３０３ 

１８３，８１４ 

３０８，９５３ 

７，１００ 

１，３０３ 

８，５８０，０９７ 

収 　 益 　 的 　 事 　 業  

資 　 本 　 的 　 事 　 業  

計  
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主な歳出

・定例会等議事録作成業務委託料　………………………………………………………　１，２４１千円

（３月・６月・９月・１２月に行う議会定例会等の会議録作成委託料）

議会費

（総務管理費）
・地籍調査費　……………………………………………………………………………　５６，９４６千円

（平成１９年度末、町全体の約２９％の進捗率となっている。新規で大山前、立平、井ノ谷）

・くちくまのコミュニティバス運行経費補助金　……………………………………　１６，５００千円

（町内で運行しているコミバスの運行経費を委託している明光バスへ補助）

・口熊野町づくり事業費(さわやか上富田協働推進事業補助金) ……………………　１０，０００千円

（平成１９年度からの事業で、行政と団体等が協働で取り組む事業に対して助成）

（徴税費）
・固定資産評価業務委託料　……………………………………………………………　３，９９０千円

（平成２１年度の固定資産評価替に伴う委託料）

・和歌山地方税回収機構負担金　………………………………………………………　２，３１５千円

（税の滞納整理のために県下市町村で設立している地方税回収機構への町負担金）

・新エネルギー推進費　…………………………………………………………………　２，０００千円

（地域温暖化対策の新規事業として、平成１９年度に策定した新エネルギービジョンに基づき、

今回太陽エネルギーを利用したソーラー街路灯を設置する費用等）

・人権推進費　…………………………………………………………………………………　８８５千円

・チャイルドシート購入費補助金　…………………………………………………………　４００千円

（購入費１０，０００円を上限として、その半額を補助）

・男女共同参画社会推進費　…………………………………………………………………　３００千円

（男女共同参画社会の形成に関する取組の推進を図るため、今年度より予算措置）

総務費

上富田町議会議場

補助金を受けて活動する

くちくまのクラブ シーカ音楽隊

(上富田文化会館で)
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（戸籍住民基本台帳費）
・戸籍電算化システム借上料　……………………………………………………………　８，６７６千円

（戸籍の電算化に伴う費用）

・住基ネットワークシステム借上料　　…………………………………………………　６，７９２千円

（住民基本台帳のネットワークシステムに伴う費用）

（社会福祉総務費）
・特別会計介護保険会計繰出金　…………………………………………………　１３３，３８７千円

（介護保険会計の町負担分として一般会計より繰出）

・社会福祉協議会補助金　……………………………………………………………　２５，０００千円

（町社会福祉協議会が民間施設を借受け、介護サービス事業の充実を行うため地域福祉基金を活

用して補助をする。）

・地域福祉センター管理委託料　………………………………………………………　２，５００千円

（指定管理者制度に伴い、上富田地域福祉センターを町社会福祉協議会に管理委託する費用）

（老人福祉費）
・緊急通報監視センター委託料　………………………………………………………　３，７８０千円

（一人暮らし高齢者の安否確認を総合警備保障に委託）

・敬老年金　………………………………………………………………………………　３，１２０千円

（８０歳以上の方に、年額３，０００円を支給）

・在宅ねたきり老人介護者手当　……………………………………………………………　９６０千円

（月額４，０００円を在宅介護されている方に支給）

（障害福祉費）
・扶助費(知的障害者施設介護給付費他) ………………………………………　１２９，４６０千円

（障害者自立支援法に係る福祉サービス給付費等）

・日中一時支援事業委託料　……………………………………………………………　３，４００千円

（経過的デイサービス事業の大人分が、この事業に移行される。）

・視覚障害者用活字文書読上げ装置（備品購入費）………………………………………　５００千円

（ワープロや印刷物の活字文書を同じ紙面に印刷されたＳＰコードから音声で読み上げる装置）

・オストメイト(トイレ)購入費………………………………………………………………　５００千円

・オストメイト対応トイレ整備工事費　……………………………………………………　３００千円

（人口肛門の蓄便袋を洗浄するための対応トイレを上富田文化会館に設置する。）

（児童福祉費）
・保育所運営費…………　３１９，８６７千円

（町内５つの保育所の運営費）

（社会・児童福祉医療費）
・特別会計国民健康保険並びに老人保健会計へ繰出金　………………………　１５６，１３７千円

（国保会計と老人保健会計の町負担分を一般会計より繰出）

・特別会計後期高齢者医療繰出金　……………………………………………………８３，２３６千円

（平成２０年度より始まる後期高齢者医療会計への町負担分を一般会計より繰出）

・扶助費(重度心身障害児(者)・乳幼児・ひとり親家庭　他医療費)   …………… ６２，５４０千円

・県後期高齢者医療広域連合負担金　…………………………………………………　２，２３３千円

（平成２０年度より開始される７５歳以上の後期高齢者医療制度を県下全市町村による広域連合

で運営するための町負担金）

民生費

仲良く手をつなぎ

散歩に出かける生馬保育所

の子どもたち
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・紀州３人っこ施策事業費補助金　…………………………………………………………　４５０千円

（平成１９年度より始まった施策で、少子化対策の一環として、小学生以下の児童が３人いる世

帯に対して、一時的に育児支援等要する場合、一部補助をする。）

・子育て支援軽減施策事業補助金　…………………………………………………………　３００千円

（小学校就学前の児童のいる家庭で、何らかの理由により、通常育児が困難になり、町が契約し

ている子育てのＮＰＯ法人が行う児童の一時預かりを利用した場合の利用料を補助）

(災害救助費) ………………………………………………………………………………… １２，０５０千円

（災害が起きたときの災害弔慰金・災害見舞金・災害援護資金貸付金等）

(保健衛生総務費)
・公立紀南病院組合負担金（運営費他）……………………………………………　５２，１６１千円

（田辺市、みなべ町、白浜町、上富田町で組織する組合への町負担分）

・委託料(乳幼児健診・妊産婦検診　他)  ……………………………………………… ４，３９９千円

（医療機関等へ委託）

・妊婦健康診査費補助金　………………………………………………………………　２，４３０千円

（第３子以上を産み育てようとする世帯の経済的負担を軽減するため、妊産婦健診費用について

一部を補助する。）

・病院群輪番制負担金　…………………………………………………………………　１，７４９千円

（休日における診療当番の医療機関に係る負担金・・・田辺周辺広域市町村圏組合で調整）

・不妊治療費補助金　…………………………………………………………………………　３００千円

（不妊に悩む夫婦に対して、一般不妊治療費の一部を補助する。）

(予防費)
・委託料（各種検診、インフルエンザ　他）………………………………………　２３，４２３千円

（医療機関等へ委託）

(環境衛生費)
・斎場事務業務委託料　…………………………………………………………………　７，８２０千円

（白浜町の斎場使用に係る委託料）

(清掃総務費)
・(財)紀南環境整備公社運営費補助金　………………………………………………　１，８０９千円

（紀南の11市町村でごみ最終処分場の計画を進めている整備公社への町負担分）

・上大中清掃施設組合負担金（運営経費他）………………………………………　８５，３００千円

（田辺市・上富田町で組織する組合への町負担金）

・富田川衛生施設組合負担金　………………………………………………………　５８，９７７千円

（白浜町・田辺市・上富田町で組織する組合への町負担金）

・委託料(可燃物、不燃物収集委託料　他) …………………………………………７３，１６９千円

（町内の可燃物、不燃焼物収集に係る委託料　他）

・合併処理浄化槽補助金　……………………………………………………………　１５，４４６千円

（各家庭における合併処理浄化槽設置に伴う補助金　　区域制限等条件あり）

衛生費

公社の理事会
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・ごみステーション補助金　…………………………………………………………………　２００千円

（塵芥集積集塵箱の設置に対する補助、補助率５割で限度額２５，０００円）

・電気式生ごみ処理機購入費補助金　………………………………………………………　２００千円

（購入費の１/３を補助、限度額２０，０００円）

・特別会計農業集落排水事業繰出金　……………………………………………　１４１，３３３千円

（特別会計農業集落排水事業会計へ一般会計から繰出）

・中山間地域等直接支払事業交付金　………………………………………………　１７，０００千円

（中山間地域の農地の遊休地を防ぐために事業実施地区へ交付）

・森林整備地域活動支援交付金　………………………………………………………　６，８００千円

（荒廃した森林の現況を確認し、その整備を目的に西牟婁森林組合等に交付）

・上富田町農業振興協議会補助金　……………………………………………………　５，４２４千円

（協議会は、農業振興の研究、研修、事業等を行っている。）

・林業労働力確保総合対策事業費補助金　……………………………………………　１，０７９千円

（林業従事者の確保を目的に、西牟婁森林組合に補助）

・日本一うめ産地支援事業費補助金　………………………………………………………　５００千円

（生育不良の梅に対し、樹勢回復を実施する補助金で、実施主体のＪＡ紀南に交付）

・有害駆除捕獲補助金　………………………………………………………………………　５１０千円

（有害駆除捕獲の補助金　サル１頭　３０，０００円　アライグマ１頭　３，０００円）

・用地取得奨励金　……………………………………………………………………　２６，７５０千円

（２月より企業団地で操業を開始しているＮＴＮ紀南製作所の企業誘致に伴う用地取得奨励金）

・事業所等立地促進基金積立金　………………………………………………………　５，０００千円

（上富田町へ新たな事業所等の立地促進を奨励するための基金積立金）

・商工会補助金　…………………………………………………………………………　３，３００千円

（上富田町商工会への補助金）

・観光協会補助金　……………………………………………………………………………　３０３千円

（上富田町観光協会への補助金）

・知的創造活動促進奨励金　…………………………………………………………………　３００千円

（工夫・発明等の特許権、商標登録等に要する国への費用について、町が一部助成）

農林水産業費

商工費

・市ノ瀬橋改良工事請負費

……………………　１２７，８００千円

（平成１５年度から平成２０年度にかけ

て施工の　平成２０年度工事費）

・特別会計公共下水道事業繰出金

……………………　１００，１９０千円

（特別会計公共下水道事業会計への一般

会計からの繰出金）

土木費

進む下水道工事(生馬本郷地内)
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・高速道路推進費　……………………………………………………………………　５７，７３９千円

（高速道路の推進にあたり出向する職員の人件費・用地事務の負担金と諸経費及び荒堀排水路に

係る工事請負費を措置）

・県営事業負担金（県道改良工事）……………………………………………………　５，０００千円

（町内で実施している県営道路改良工事に伴う町負担金）

・木造住宅耐震診断業務委託料　……………………………………………………………　４４０千円

（昭和５６年以前建築の住宅で、２００㎡以下の家屋が診断の対象・・・個人は無料）

・木造住宅耐震改修費補助金　………………………………………………………………　６００千円

（診断を行い該当すれば、改修費用の２／３を補助（最高６０万限度に補助）

・消防事務業務委託料　……………………………………………………………　１７６，８４９千円

（消防事務に係る田辺市への委託料・・・上富田消防署分）

・備品購入費(防災用備蓄備品等) …………………………………………………… １，３２６千円

（ジェットホース・防災用備蓄品等の購入費）

・県防災ヘリコプター運航維持運営負担金　…………………………………………　１，１７７千円

（県防災ヘリコプター運航に係る町負担金）

・自主防災組織育成事業補助金　………………………………………………………　１，０００千円

（大規模災害に備えて、町内会等、地域での自主防災組織設立に係る補助）

消防費

・朝来小学校建築事業費(グラウンド整備工事請負費) ………………………… ７０，０００千円

（朝来小学校建築に伴うグラウンド整備費用）

・あすなろ学童保育所建築工事請負費　……………………………………………　６０，４００千円

（あすなろ学童保育所（朝来）の建築工事費用）

・文化会館運営費（自主事業委託料他）……………………………………………　３９，１２３千円

（上富田文化会館の管理・運営・催しに係る費用）

教育費

新しい体育館横のグラウンド整備予定地

改良が進む県道岩田保呂線(川側に拡幅している生馬の山王地区)
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・体育施設管理費　……………………………………………………………………　３７，０７２千円

（上富田スポーツセンターに係る管理費等）

・放課後児童対策業務委託料　………………………………………………………　１３，９５６千円

（あすなろ学童保育、なごみ学童保育の業務委託料）

・生馬小学校の農業集落排水管接続工事請負費　…………………………………　１４，０００千円

（生馬小学校の排水について、農業集落排水管へ接続する工事費）

・海外研修業務委託料　…………………………………………………………………　９，２００千円

（毎年実施している上富田中学校生徒のオーストラリア研修委託料）

・生涯学習事業費（ボランティア活動、上富田町文化協会活動補助金　他）……　８，１３７千円

（生涯学習の活動に伴う費用）

・図書館運営費（町立図書館の運営費）………………………………………………　７，４４８千円

・私立幼稚園就園奨励費補助金　………………………………………………………　７，５００千円

（私立幼稚園就園保護者への奨励補助金・・・所得制限有り）

・英語指導助手設置事業費補助金　……………………………………………………　５，５００千円

（中学校等の英語指導助手に係る費用）

・生馬小学校校舎・屋内運動場耐震診断業務委託料　………………………………　５，２００千円

（校舎、体育館等の耐震診断を行う委託料）

・適応指導教室運営費　…………………………………………………………………　４，５００千円

（今年度より行う不登校児童の対策費）

・紀州口熊野マラソン実行委員会補助金　……………………………………………　３，５００千円

（第１３回紀州口熊野マラソンに伴う実行委員会への補助金）

・地域交流事業補助金　………………………………………………………………………　５００千円

（スポーツ等を通じての地域交流を図るための補助金）

・現年発生公共土木施設災害復旧費（工事請負費） ……………………………　５２，０２７千円

（町道射矢ノ谷線ほかの工事請負費等）

・岩田地内地すべり対策費　…………………………………………………………………　７２０千円

（岩田地区地すべりに伴う、避難先の家賃補助等の対策費）

災害復旧費

耐震診断を行う校舎と体育館

訪問したタミンミンハイスク

ールでよさこい踊りを披露す

る生徒
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質
問

昭
和
五
六
年
五
月
以

前
の
木
造
住
宅
が
約
二
、
〇

〇
〇
戸
で
改
修
が
必
要
な
戸

数
は
一
、
八
〇
〇
戸
あ
る
。

広
報
の
よ
び
か
け
以
外
に
対

象
家
庭
に
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
を
送
る
と
か
、
担
当
者
が

個
別
訪
問
す
る
等
、
も
っ
と

町
の
方
か
ら
働
き
か
け
る
施

策
は
と
れ
な
い
か
。

町
長

九
〇
万
円
を
限
度
と

し
て
、
六
〇
万
円
の
補
助
金

で
は
不
足
す
る
場
合
が
多
い

た
め
進
ま
な
い
と
考
え
て
い

る
。
一
例
と
し
て
、
ま
ず
台

所
を
部
分
的
に
耐
震
化
す
る

な
ど
の
方
法
が
考
え
ら
れ
な

い
か
研
究
し
て
い
る
。

質
問

重
要
な
減
災
対
策
で

あ
る
。
六
五
歳
以
上
の
高
齢

者
と
障
害
者
を
対
象
に
、
転

倒
防
止
金
具
の
取
付
け
工
事

費
の
補
助
を
し
て
は
ど
う
か
。

町
長

家
そ
の
も
の
の
耐
震

化
、
壁
面
や
金
具
取
付
け
面

の
強
度
が
問
題
。
五
千
円
の

補
助
金
を
も
ら
う
た
め
に
二

〜
三
回
役
場
へ
出
向
き
、
写

真
添
付
な
ど
の
わ
ず
ら
わ
し

さ
も
あ
る
。
す
で
に
実
施
し

て
い
る
ケ
ー
ス
で
研
究
す
る
。

質
問

全
国
七
〇
％
、
県
七

五
、
四
％
の
組
織
率
に
比
べ

て
町
は
三
五
％
と
低
い
。
組

織
率
を
上
げ
る
施
策
は
あ
る

か
。
自
主
防
結
成
二
年
度
か

ら
、
消
火
器
の
詰
替
液
や
簡

易
ト
イ
レ
備
蓄
な
ど
に
補
助

で
き
な
い
か
。
又
、
男
女
共

同
参
画
の
立
場
か
ら
、
自
主

防
の
役
員
構
成
比
三
〇
％
目

指
し
て
、
行
政
の
指
導
を
強

め
て
も
ら
い
た
い
。

総
務
政
策
課
長

市
ノ
瀬
、

岩
崎
、
南
紀
の
台
、
丹
田
台

地
区
は
す
べ
て
結
成
。
大
谷
、

ト
ビ
ノ
地
区
も
結
成
協
議
を

し
て
い
る
状
況
。

訓
練
時
に
消
防
署
に
申
し

出
る
と
消
化
器
等
用
意
し
、

必
要
に
応
じ
て
職
員
の
派
遣

も
出
来
る
の
で
活
用
し
て
も

ら
い
た
い
。

町
長

避
難
所
の
間
仕
切
り

や
ト
イ
レ
の
問
題
な
ど
、
女

性
の
身
近
な
問
題
が
あ
る
の

で
、
役
員
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

質
問

防
災
士
や
防
災
技
術

エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
方
な
ど
に

参
加
し
て
も
ら
っ
て
は
ど
う

か
。
又
、
先
進
地
域
の
経
験

に
学
べ
る
よ
う
自
主
防
の
連

絡
会
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

町
長

組
織
的
に
も
い
ろ
い

ろ
考
え
て
い
る
。
防
災
計
画

の
中
で
、
警
察
や
関
西
電
力
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
消
防
署
等
の
専
門

的
な
意
見
も
聞
い
て
い
る
。

質
問

平
成
一
九
年
八
月
の

厚
労
省
通
知
に
基
づ
く
名
簿

は
作
成
さ
れ
て
い
る
か
。

住
民
生
活
課
長

民
生
児
童

委
員
活
動
の
一
環
と
し
て
災

害
時
一
人
も
見
逃
さ
な
い
運

動
を
展
開
し
て
い
る
。
ひ
と

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
二
七
九

世
帯
、
昼
間
一
人
暮
ら
し
四

〇
世
帯
、
高
齢
者
世
帯
一
六

四
世
帯
、
寝
た
き
り
四
〇
歳

以
上
五
世
帯
、
障
害
者
世
帯

二
三
世
帯
の
合
わ
せ
て
五
一

一
世
帯
の
七
一
五
名
が
登
録

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
登
録
制
度
は
、
登
録

す
る
こ
と
で
、
万
一
の
災
害

に
備
え
、
災
害
時
は
各
関
係

機
関
へ
の
情
報
提
供
に
よ
り

連
携
し
て
避
難
誘
導
や
救
助

活
動
な
ど
に
活
用
す
る
。

町
は
現
在
こ
の
制
度
を
実

施
し
て
い
な
い
が
、
今
後
関

係
機
関
と
の
会
議
や
地
域
福

祉
計
画
策
定
、
個
人
情
報
保

護
も
含
め
て
研
究
す
る
。

３月定例会の一般質問は、日程３日目の３月１１日行われ、３
議員が登壇し、当局の考えを質しました。その質問、答弁の趣
旨をまとめて掲載しています。

①建物の耐震補強について　　　②家具の転倒防止金具について
③自主防災組織について　　　　④防災専門員制度の創設を
⑤災害時の要援護者の登録制度について

ここが聞きたい!

木村 政子議員

②
家
具
の
転
倒
防
止
金

具
に
つ
い
て

①
建
物
の
耐
震
補
強
に

つ
い
て

③
自
主
防
災
組
織
に
つ

い
て

④
防
災
専
門
委
員
制
度

の
創
設
を

⑤
災
害
時
の
要
援
護
者
の

登
録
制
度
に
つ
い
て

平成１９年度　自主防災組織の訓練より
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質
問

第
二
次
市
町
村
合
併

に
つ
い
て
町
長
の
考
え
方
は

ど
う
か
。
単
独
行
政
か
ら
、

合
併
も
あ
り
得
る
と
い
う
考

え
方
に
変
わ
っ
て
来
て
い
な

い
か
。

町
長

県
の
合
併
に
対
す
る

考
え
、
構
想
に
対
し
、
調
査
、

研
究
、
検
討
を
行
い
、
合
併

に
対
す
る
方
向
性
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
上
富
田
町
に
は
県
の

構
想
通
り
田
辺
市
と
の
合
併
、

あ
る
い
は
白
浜
町
と
の
合
併
、

白
浜
町
す
さ
み
町
の
西
牟
婁

郡
と
し
て
の
合
併
、
大
き
な

枠
で
田
辺
を
含
ん
だ
広
域
で

の
合
併
等
々
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
相
手
の
あ
る
事
で
、
町

単
独
で
判
断
す
る
事
は
非
常

に
難
し
い
状
況
で
す
。
上
富

田
町
は
、
平
成
十
六
年
一
月

に
一
次
合
併
協
議
会
か
ら
離

脱
し
、
そ
の
時
私
は
当
面
単

独
で
町
づ
く
り
を
進
め
る
と

説
明
し
、
又
、
私
の
三
期
目

町
長
就
任
の
時
も
、
当
面
は

単
独
で
町
づ
く
り
を
と
説
明

し
て
い
ま
す
。
私
の
任
期
、

又
、
二
次
合
併
の
期
間
を
考

え
た
時
に
、
単
独
で
進
む
か
、

合
併
す
る
か
、
大
き
な
考
え

方
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で

も
民
主
的
に
住
民
の
皆
さ
ん

の
考
え
方
を
反
映
す
る
事
が

必
要
と
思
っ
て
い
ま
す
。
単

独
の
町
づ
く
り
表
明
は
し
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
は
私
の
考

え
方
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

民
主
的
に
判
断
頂
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
事
に
つ
い

て
、
議
会
と
も
相
談
し
ま
す

が
、
や
は
り
十
月
を
め
ど
に

法
定
協
議
会
を
立
て
る
と
か

の
議
論
が
今
後
出
て
来
る
と

い
う
認
識
を
お
願
い
し
ま
す
。

合
併
に
つ
い
て
私
の
考
え
方

の
方
向
性
が
変
わ
っ
た
の
か

と
い
う
事
で
す
が
、
私
は
私

の
考
え
方
を
持
っ
て
い
ま
す
。

職
員
に
は
、
私
の
考
え
方
を

示
す
事
に
よ
っ
て
、
そ
れ
に

な
び
い
て
来
る
場
合
が
出
て

来
る
の
で
私
は
考
え
方
を
示

し
ま
せ
ん
。
職
員
に
よ
る
合

併
委
員
会
で
は
、
考
え
方
と

し
て
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

対
す
る
説
明
責
任
を
重
視
し

た
中
で
、
今
の
と
こ
ろ
は
検

討
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

私
自
身
、
端
的
に
言
い
ま
す

と
、
住
民
投
票
を
す
る
の
が

一
番
い
い
と
思
う
の
で
す
。

そ
れ
で
答
え
を
出
す
と
後
で

し
こ
り
が
一
番
残
ら
ん
か
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
ど

う
い
う
ふ
う
に
す
る
か
と
い

う
の
を
今
後
検
討
し
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今

後
と
も
単
独
で
町
づ
く
り
を

進
め
る
か
、
合
併
す
る
の
か

町
民
の
皆
さ
ん
に
合
併
に
つ

い
て
の
説
明
責
任
が
あ
る
と

判
断
し
て
い
ま
す
。
合
併
す

る
と
か
し
な
い
と
か
と
違
い
、

今
の
状
況
に
つ
い
て
町
民
の

皆
さ
ん
に
説
明
責
任
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

質
問

一
次
合
併
離
脱
の
原

因
と
な
っ
た
問
題
は
ク
リ
ア

で
き
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長

残
っ
て
い
た
課
題
は
、

一
つ
一
つ
解
決
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
水
道
は
も
う
既
に

年
々
赤
字
幅
を
縮
小
し
て
い

ま
す
。
一
時
三
億
五
千
万
円

あ
っ
た
赤
字
が
二
億
台
に
な

っ
た
と
か
、
宅
地
造
成
事
業

も
、
共
同
作
業
場
も
、
離
脱

後
は
一
つ
一
つ
整
理
し
て
い

ま
す
。
期
間
は
必
要
で
す
が

整
理
は
で
き
ま
す
。
小
集
落

問
題
も
解
決
す
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

質
問

町
財
政
は
ど
う
か
。

町
長

上
富
田
町
は
県
下
の

中
で
特
に
財
政
的
な
指
標
が

悪
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
実
質
公

債
比
率
を
見
ま
し
て
も
、
こ

の
付
近
市
町
村
で
は
決
し
て

悪
い
数
字
で
も
な
い
し
、
連

結
の
決
算
で
上
富
田
町
は
指

数
が
悪
い
と
新
聞
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
む
や
み
な

赤
字
で
は
な
い
と
県
に
説
明

し
て
い
ま
す
。

国
の
財
政
状
況
が
好
転
し

な
い
限
り
、
合
併
し
た
市
町

村
も
、
合
併
し
な
か
っ
た
市

町
村
も
財
政
面
は
し
ん
ど
い

よ
と
い
う
事
の
ご
理
解
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

大石 哲雄議員
○二次合併問題について

行政改革と第二次合併について協議する職員(役場会議室で)
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質
問

こ
の
問
題
は
政
党
間

を
通
り
越
え
て
、
一
緒
に
や

っ
て
い
け
る
問
題
が
あ
り
ま

す
。
岐
阜
大
垣
市
の
自
民
党

の
市
議
会
ニ
ュ
ー
ス
で
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
断
固

廃
止
を
、
と
す
る
よ
う
な
現

象
が
起
き
て
い
ま
す
。
四
月

か
ら
の
導
入
が
迫
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
医
療
制
度
導
入

の
本
質
を
ど
う
受
け
止
め
て

い
る
か
。

国
保
に
支
援
費
負
担
が
増
え

る
が
そ
の
影
響
は
ど
う
か
。

診
療
報
酬
は
ど
う
な
る
か
。

外
来
、
入
院
、
在
宅
医
療
、

終
末
期
医
療
は
ど
う
な
る
か
。

老
人
保
健
法
で
は
基
本
健
診

は
無
料
で
全
員
に
や
ら
れ
た

が
、
ど
う
な
る
か
。

町
長

国
民
皆
保
険
を
堅
持
、

医
療
制
度
を
将
来
に
わ
た
り

維
持
可
能
に
す
る
た
め
構
造

改
革
が
課
題
。
国
民
医
療
費

が
増
大
す
る
中
、
従
来
の
制

度
で
は
高
齢
者
世
代
と
の
負

担
の
不
明
確
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
高
齢
者
と
現
役
世
代

の
負
担
を
明
確
化
し
公
平
で

わ
か
り
や
す
い
制
度
に
す
る

た
め
の
創
設
で
す
。

住
民
生
活
課
長

国
保
加
入

者
の
う
ち
老
人
保
健
該
当
者

は
一，

六
三
二
名
。
対
十
九

年
に
対
し
九，

五
〇
〇
万
円

の
国
保
税
の
減
と
な
り
ま
す
。

レ
セ
プ
ト
は
専
門
会
社
へ
委

託
し
て
い
ま
す
。
初
診
料
等

の
改
正
は
な
く
、
外
来
医
療

に
つ
い
て
は
、
慢
性
疾
患
、

こ
れ
は
糖
尿
病
、
高
血
圧
性

疾
患
、
認
知
症
等
に
対
す
る

継
続
的
管
理
を
行
う
こ
と
で

新
た
に
後
期
高
齢
者
診
療
料

六
〇
〇
点
、
月
一
回
を
設
け

ま
す
。
主
治
医
が
患
者
の
同

意
の
上
、
他
の
医
療
機
関
の

診
療
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
含

め
診
療
計
画
を
作
成
し
継
続

的
に
診
療
を
行
う
。
薬
等
の

重
複
投
与
が
な
く
な
り
患
者

負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
で

す
。
基
本
健
康
診
査
に
つ
い

て
は
、
広
域
連
合
が
実
施
主

体
に
な
り
各
医
療
保
険
者
が

個
人
か
ら
費
用
徴
収
額
を
自

由
に
設
定
し
ま
す
。
今
回
高

齢
者
の
自
己
負
担
額
が
六
〇

〇
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
保

険
加
入
分
布
は
六
五
〜
七
四

の
前
期
高
齢
者
は
一，

三
一

〇
人
、
七
五
歳
以
上
後
期
高

齢
者
は
一，

二
七
七
人
で
す
。

質
問

後
期
高
齢
者
医
療
制

度
は
悪
制
度
で
す
。
こ
の
制

度
導
入
の
本
質
は
医
療
費
の

抑
制
で
す
。
厚
労
省
は
医
療

抑
制
の
数
値
目
標
を
出
し
、

最
終
二
〇
二
五
年
に
医
療
費

五
六
兆
円
に
な
る
と
し
て
、

そ
れ
を
四
八
兆
円
ま
で
八
兆

円
削
減
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

一
番
目
は
短
期
的
効
果
と
し

て
診
療
報
酬
の
引
き
下
げ
で

一
兆
円
。
二
〇
〇
六
年
に
三．

一
六
％
下
げ
て
済
み
。
二
つ

目
は
患
者
負
担
の
引
き
上
げ
。

現
役
並
み
の
高
齢
者
は
三
割

負
担
、
長
期
入
院
者
の
食
費
、

居
住
費
の
自
己
負
担
に
実
施

済
み
、
今
年
四
月
か
ら
七
四

歳
の
二
割
負
担
に
（
凍
結
中
）

三
つ
目
は
中
期
的
効
果
と
し

て
、
生
活
習
慣
病
対
策
の
強

化
で
有
病
者
、
予
備
軍
を
二

五
％
削
減
す
る
こ
と
で
、
二

兆
円
、
さ
ら
に
平
均
的
在
院

日
数
を
全
国
平
均
三
六
日
間

を
三
一
日
間
に
短
縮
す
る
こ

と
で
四
兆
円
、
二
〇
一
一
年

度
ま
で
に
三
八
万
床
の
医
療
、

介
護
の
療
養
病
床
を
一
五
万

床
に
、
六
割
削
減
で
八
兆
円

削
減
ら
の
計
画
で
す
。
こ
の

一
端
を
担
う
の
が
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
導
入
で
す
。
高

齢
者
の
担
当
医
制
度
、
一
人

の
主
治
医
制
度
に
し
て
複
数

の
医
療
機
関
に
は
将
来
行
か

な
い
よ
う
に
と
の
見
込
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
診
療
報
酬

で
は
退
院
時
退
院
支
援
計
画
、

情
報
提
供
に
医
師
が
指
導
し

た
場
合
、
診
療
報
酬
が
高
く

な
る
こ
と
、
退
院
を
促
進
す

る
医
療
機
関
を
将
来
的
に
優

先
し
て
い
く
方
向
に
誘
導
す

る
こ
と
で
長
く
入
院
し
な
い

ね
ら
い
が
あ
る
こ
と
。
入
院

日
数
を
平
均
三
〇
日
か
ら
二

七
日
に
短
縮
、
必
要
な
医
療

か
ら
高
齢
者
を
排
除
す
る
ね

ら
い
、
終
末
期
医
療
で
は
、

患
者
ら
と
の
間
で
診
療
方
針

の
合
意
文
書
を
つ
く
る
こ
と
、

そ
し
て
自
宅
で
の
看
取
り
の

方
向
に
向
け
る
こ
と
で
病
院

か
ら
高
齢
者
を
遠
ざ
け
て
い

く
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
基

本
健
診
は
老
人
保
健
法
で
は

四
〇
歳
以
上
す
べ
て
対
象
、

無
料
で
義
務
的
だ
っ
た
の
が
、

今
回
七
五
歳
以
上
は
努
力
目

標
と
な
り
、
広
域
連
合
で
は

六
〇
〇
円
負
担
と
し
て
い
ま

す
。
町
で
は
今
ま
で
通
り
無

料
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

結
局
医
療
費
の
抑
制
、
高
齢

者
を
医
者
に
行
く
な
、
病
院

へ
行
か
す
な
、
終
末
期
医
療

で
も
後
で
問
題
に
な
ら
な
い

よ
う
に
合
意
書
を
取
っ
て
医

療
を
打
ち
き
る
所
へ
行
く
の

で
は
な
い
か
。
で
す
か
ら
広

域
議
会
議
員
の
議
長
、
町
長

は
廃
止
を
訴
え
て
い
た
だ
き

た
い
。

町
長

今
言
わ
れ
た
観
点
か

ら
で
な
し
に
、
町
民
自
ら
医

療
費
を
抑
え
る
努
力
を
し
な

い
と
今
の
医
療
に
対
す
る
保

険
制
度
は
難
し
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
ご
意
見
に
つ
き

ま
し
て
は
、
そ
う
い
う
ご
意

見
が
あ
っ
た
事
だ
け
は
認
識

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

質
問

今
年
薬
害
肝
炎
被
害

者
の
一
律
救
済
法
が
出
来
た

が
、
上
富
田
町
で
Ｃ
型
肝
炎
、

Ｂ
型
肝
炎
の
相
談
は
あ
っ
た

か
。

住
民
生
活
課
長

相
談
に
は

保
健
所
と
か
上
部
機
関
と
相

談
す
る
対
応
を
し
ま
す
。
保

健
セ
ン
タ
ー
で
は
三
件
の
相

談
を
受
け
付
け
ま
し
た
。
田

辺
保
健
所
で
の
相
談
及
び
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
実
施
状
況

は
平
成
十
九
年
十
一
月
十
二

日
か
ら
二
十
年
三
月
五
日
の

相
談
件
数
は
四
四
二
件
。
肝

炎
検
査
の
受
検
者
は
一
七
〇

名
で
、
無
料
で
す
。
三
月
五

日
現
在
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

は
保
健
所
以
外
、
地
域
医
療

機
関
で
も
ウ
イ
ル
ス
検
査
体

制
が
出
来
て
い
ま
す
。
和
歌

山
県
緊
急
肝
炎
検
査
事
業
で

平
成
二
十
一
年
三
月
末
ま
で

協
力
い
た
だ
く
医
療
機
関
と

し
て
紀
南
病
院
、
オ
キ
外
科
、

上
富
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
中

井
・
丸
岡
医
院
、
西
本
内
科

と
な
っ
て
い
ま
す
。

質
問

国
保
税
の
問
題
で
す
。

国
保
税
に
つ
い
て
、
平
成

二
十
年
度
は
基
金
を
取
り
崩

し
て
も
厳
し
く
一
〇
％
程
度

の
負
担
を
、
と
施
政
方
針
で

表
明
し
て
い
ま
す
。
小
出
町

長
は
平
成
十
五
年
か
ら
国
保

税
を
据
え
置
い
て
来
ま
し
た
。

こ
の
努
力
は
認
め
た
い
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
こ
こ
で
、

ひ
と
踏
ん
張
り
だ
と
思
う
が

ど
う
か
。

町
長

残
念
な
が
ら
平
成
二

十
年
度
で
基
金
は
全
部
取
り

崩
し
ま
す
。
大
き
な
赤
字
に

な
ら
な
い
う
ち
に
修
正
が
必

要
と
思
っ
て
い
る
。
一
〇
％

と
い
う
表
示
は
し
て
い
る
が
、

今
税
の
申
告
の
受
け
中
で
す

の
で
保
険
料
が
ど
う
な
る
か

わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
理
解

を
さ
れ
た
い
。

住
民
生
活
課
長

平
成
十
九

年
度
の
国
保
税
は
一
人
当
り

八
万
九，

四
四
〇
円
、
二
十

年
度
は
九
万
八，

七
三
〇
円

を
予
定
。
こ
の
値
上
げ
の
要

因
は
農
業
所
得
等
の
減
少
に

よ
り
、
平
成
十
九
年
度
の
決

算
見
込
基
金
残
高
を
全
額
取

り
崩
し
歳
入
に
充
当
し
て
も

歳
入
不
足
に
な
る
の
で
す
。

医
療
費
増
加
が
前
年
度
に
比

べ
一
六
％
の
伸
び
の
見
込
み
。

健
康
診
査
に
力
を
入
れ
早
期

発
見
、
治
療
で
国
保
会
計
適

正
運
営
に
努
め
る
。

三
位
一
体
の
改
革
で
国
保

会
計
へ
の
国
庫
負
担
の
削
減

が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
も
、
聞
い
て
い

ま
す
。

井 澗  治 議員 
①後期高齢者医療制度について 
②薬害肝炎（Ｂ型・Ｃ型）問題について 
③町民の生活、暮らし優先について    
（国保税の問題） 

①
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
つ
い
て

②
薬
害
肝
炎
問
題
に
つ
い

て
③
町
民
の
生
活
、
暮
ら
し
優

先
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
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道
路
は
、
社
会
資
本
生
活

や
活
力
あ
る
経
済
・
社
会
活

動
を
支
え
る
も
っ
と
も
基
礎

的
な
利
便
、
安
心
・
安
全
な

施
設
で
あ
り
、
地
域
の
活
性

化
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
で

あ
る
。

現
在
、
地
方
に
お
い
て
は
、

高
速
道
路
な
ど
主
要
な
幹
線

道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

を
は
じ
め
、
防
災
対
策
、
通

学
路
の
整
備
や
救
急
医
療
な

ど
住
民
生
活
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
道
路
整
備
を
鋭

意
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル

な
ど
の
道
路
施
設
の
老
朽
化

が
進
ん
で
お
り
、
そ
の
維
持

管
理
も
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
そ
の
費
用
も
年
々
増

大
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
現
行
の

道
路
特
定
財
源
の
暫
定
税
率

が
廃
止
さ
れ
た
場
合
、
地
方

に
お
い
て
は
約
九
千
億
円
の

税
収
等
の
減
が
生
じ
、
更
に

地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金

制
度
も
廃
止
さ
れ
た
場
合
に

は
、
一
兆
六
千
億
円
規
模
の

大
幅
な
減
収
が
生
じ
、
地
方

の
道
路
財
源
が
深
刻
な
事
態

に
陥
る
ば
か
り
か
、
危
機
的

状
況
に
あ
る
地
方
財
政
運
営

に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
か

ね
な
い
こ
と
に
も
な
る
。

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、

現
行
の
道
路
特
定
財
源
の
暫

定
税
率
及
び
地
方
道
路
整
備

臨
時
交
付
金
制
度
を
堅
持

し
、
関
連
法
案
を
年
度
内
に

成
立
さ
せ
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九

十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見

書
を
提
出
す
る
。

提
出
者
　

産
業
民
生
常
任
委
員
会

委
員
長
　
木
　
本
　
眞
　
次

副
委
員
長
畑
　
山
　
　
　
豊

委
　
員
　
山
　
本
　
明
　
生

三
　
浦
　
耕
　
一

大
　
石
　
哲
　
雄

榎
　
本
　
　
　
敏

二
月
十
日
米
海
兵
隊
員
に

よ
る
少
女
暴
行
事
件
が
沖
縄

県
中
部
の
北
谷
町
で
お
き
ま

し
た
。
一
九
九
五
年
に
も
海

兵
隊
員
に
よ
る
少
女
暴
行
事

件
が
起
き
て
い
ま
し
た
。

ま
た
も
か
、
と
い
う
思
い

と
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
が
ま
た
起
き
た
の
で
す
。

い
た
い
け
な
十
四
歳
の
少

女
を
屈
強
な
海
兵
隊
軍
曹
が

暴
行
す
る
と
い
う
事
実
は
、

な
ん
と
し
て
も
許
さ
れ
な
い

こ
と
で
す
。

こ
の
事
件
は
人
間
と
し
て

の
尊
厳
を
蹂
躙
す
る
き
わ
め

て
悪
質
な
犯
罪
で
あ
り
、
日

本
国
民
、
と
り
わ
け
沖
縄
県

民
に
強
い
衝
撃
と
多
大
な
不

安
を
与
え
て
い
ま
す
。

被
害
者
が
無
抵
抗
な
少
女

で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
断

じ
て
許
す
こ
と
が
出
来
な
い

卑
劣
な
行
為
で
す
。

私
た
ち
上
富
田
町
議
会

道
路
特
定
財
源
関
連
法
案
の
再

可
決
を
求
め
る
「
紀
伊
半
島
一

周
道
路
行
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

に
伴
う
上
富
田
町
で
の
行
進
が

四
月
二
六
日
に
行
わ
れ
、
道
路

財
源
の
必
要
性
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

は
、
米
軍
に
対
し
て
女
子
暴

行
事
件
に
強
く
、
怒
り
を
こ

め
て
抗
議
す
る
も
の
で
す
。

合
わ
せ
て
、
日
本
政
府
に

以
下
の
こ
と
を
強
く
要
求
し

ま
す
。

記

一．

被
害
者
や
家
族
へ
の
謝

罪
と
完
全
な
補
償
・
沖
縄

県
民
に
目
に
見
え
る
形
で

実
効
あ
る
再
発
防
止
を
図

る
よ
う
求
め
る
こ
と
。

二．

米
軍
基
地
の
一
層
の
整

理
縮
小
や
、
日
米
地
位
協

定
の
抜
本
的
な
見
直
し
を

図
る
こ
と
。

以
上
　
決
議
す
る
。

提
出
者
　
井
　
澗
　
　
　
治

賛
成
者
　
木
　
村
　
政
　
子

〃
　
　
吉
　
田
　
盛
　
彦

住
民
の
み
な
さ
ん
に

身
近
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
議
会
だ
よ

り
を
作
成
す
る
た
め
に

平
成
十
八
年
五
月
よ
り

二
年
間
努
力
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
今
回
、

議
会
構
成
の
改
選
が
あ

り
、
こ
れ
ま
で
の
委
員

に
よ
る
発
行
は
、
こ
の

第
一
二
二
号
が
最
後
と

な
り
、
次
号
か
ら
は
新

し
い
委
員
に
よ
る
活
動

と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
ご
指
導
、

ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
新
し
い
議

会
広
報
特
別
委
員
が
、

住
民
の
皆
さ
ん
に
開
か

れ
た
議
会
を
目
指
す
た

め
、
わ
か
り
や
す
く
、

読
み
や
す
い
議
会
だ
よ

り
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
紙
面
等
へ

の
ご
意
見
、
ご
感
想
が

あ
れ
ば
、
ど
し
ど
し
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　３月定例会で産業民生常任委員会 

より意見書が提出され、賛成多数で 

可決し、関係機関へ提出しました。 

道
路
特
定
財
源
の
確
保
に

関
す
る
意
見
書

三
月
定
例
会
の
最
終
日
に

『
米
兵
に
よ
る
女
子
暴
行
事

件
に
強
く
抗
議
し
政
府
へ

の
要
望
決
議
』
を
全
会
一

致
で
可
決
し
、
決
議
書
を

関
係
機
関
へ
送
付
し
ま
し

た
。

決
　
議
　
書


